
旅行者の関連サービス消費によって、 レジャー

市場が大きくなっている側面がある。 今後、 そ

れと似た構図がアジアでも成立する可能性があ

る。 アジア太平洋地域の多くの国でも、 近年

急速に増加しており 2020 年には 2 億人を超え

るとされる中国の海外旅行者の取り込みを狙う

旅行商品の開発や、 レジャー施設の建設が盛

んになっている。 中国は 2011 年の 1 人当たり

GDP が 8,382 ドルと、 レジャー市場が本格的

に成長する段階に入ってきたところであり、 今

後こうした動きは一層活発になると予測される。

またアジアには、 1 人当たり GDP が 7,000 ドル

以下で今後の市場形成が見込まれる国も多く、

そうした国の旅行者を取り込んでいく動きも活

発になりつつある。

こうした新興国のレジャー ・ 娯楽に対する

ニーズを自国に取り込む上では、 訪れる旅行

者を増やして、 その消費の拡大を促すことに

加えて、 需要が拡大する国に進出して現地の

ニーズを取り込むことも考えられる。 実際、 ハリ

ウッド映画が中国市場を意識した作品を製作し

ているほか、 上海ディズニーランド （2015 年に

開業予定）、ユニバーサル・スタジオ北京 （2013

年内に着工予定） などテーマパークの開設も予定され

ており、 米国をはじめとしたグローバル企業の進出が本

格化している。

現在、 日本政府は、 クールジャパン戦略を進めてい

るが、 高まるアジア新興国のレジャー関連のニーズを、

日本企業が国内外で取り込んでいくという考え方は、 日

本のレジャー ・ 娯楽産業を発展させていく上での有力

な方向性といえるだろう。

1 本稿におけるレジャー・娯楽サービス市場の定義：国際標準産業分類のセ
クター O92「Recreational, cultural and sporting activities」に基づく。
映画・コンサート・観劇・スポーツ観戦、美術館・博物館、動物園・遊園地、
放送視聴（衛星・ケーブルを除く）、文化・スポーツ活動、ギャンブルなど。
ホテル・外食（世界市場規模約 3.3 兆ドル）、運輸や AV家電、DVD・CD・
出版物、楽器、スポーツ用具などの消費財市場を含まない。

2 出所：世界銀行。国際観光収入・支出の値は名目値。

3 仮に、レジャー市場約 1.4兆ドルに、ホテル・外食市場約 3.3兆ドル、ショッ
ピング代として宝飾・おもちゃ・スポーツ用品などの市場約 4,000 億ドル
を足しあげた約 5兆ドルを国際観光収入とした場合、この約 5兆ドルうち、
レジャー市場 1.4兆ドルの占める割合（実際の国際観光収入・支出の定義
とは完全に一致しない。各市場の規模の出所は、IHS Global Insight）。

4 出所：スペイン：Instituto de Estudios Turísticos agosto de 2012
　　　フランス：Key facts on tourism 2012 Edition

図表2. GDP とレジャー市場の関係（2011 年）

注 1：データのある 75 カ国中、中東産油国を除く 70 カ国を記載
注 2：赤マーカーの国は、財政規模の GDP 比が 50％以上の国、青マーカーの国は、

年間平均労働時間が最も短い国々（1,500 時間以下の 4カ国）、両方の条件に
当てはまる国は、フランス、ノルウェー

出所：図表 1に同じ
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世界のレジャー・娯楽サービス市場
̶成長のカギを握る国外需要の取り込み̶

世界のレジャー ・ 娯楽サービス市場は、 経済が成長

している新興国で今後の拡大が期待されるほか、 経済

成長が鈍化している先進国でも、 まだ伸びしろがあると

されている。この市場には、映画、美術館、テーマパーク、

ゴルフ場などさまざまな業種が含まれるが 1、 本稿では

世界各国におけるレジャー ・ 娯楽サービス活動全体の

市場を包括的に捉え、 この市場における産業がどのよう

に展開していくか考えてみたい。

レジャー市場の概況 　
2011 年の世界のレジャー ・ 娯楽サービス市場 （以下

レジャー市場） は約 1.4 兆ドルの規模となっている （図

表 1）。 成長が鈍化している先進国が市場の約 8 割を

占めているため、 市場の拡大ペースは過去 10 年で 1.3

倍と緩やかなものにとどまっているが、 成長性の高い新

興国のウエートが大きくなってきていることから、 今後の

拡大が予測される。 国別に見ると、 市場規模が最も大

きいのは米国で 3,310 億ドル、 次いで日本、 フランス、

ドイツ、 中国と続き、 人口 1 人当たりで見た場合は、 フ

ランス、 オランダ、 スウェーデン、 スペインなどで高水

準となっている。 図表 1 を見ると、 多くの消費財と同様、

所得水準が上がるにつれて市場が拡大していることが読

み取れる。 しかし、 ドイツはフランスより所得水準が高い

がレジャー市場は 2 割以上も小さく、 インドネシアとイン

ドも同様の関係にあるなど、 所得水準とレジャー市場の

規模との相関関係は必ずしも一様ではない。 この状況

を詳しく見るために、 人口 1 人当たりのレジャー市場規

模と所得水準の関係を散布図にプロットしてみると （図

表 2）、 おおむね 1 人当たり GDP7,000 ドル （各国の物

価の違いを調整して算出した PPP（購買力平価）ベース、

以下同） から 30,000 ドルの間ではレジャー市場と所得

水準の相関は鮮明であるが、 1 人当たり GDP が 7,000

ドル以下の国と 30,000 ドルを超える所得水準の高い国

では相関関係を見いだし難い形になっている。

先進国のレジャー市場
低所得国における市場規模のばらつきは、 今後の所

得水準の向上に伴い徐々に収斂していくことが予想され

るが、 レジャー市場の 8 割を占める高所得国間のばら

つきの要因を明らかにすることは、 今後の市場と関連産

業の発展の方向性を捉えるために大きな意味があると考

えられる。 主要国の環境を見ると、 1 人当たりで見たレ

ジャー市場の規模が大きい国では、 平均労働時間が短

い （余暇時間が多い） という傾向と、 高福祉 ・ 高負担

であり、 政府の財政規模が大きいという傾向の 2 つの要

素が浮かび上がる。 例えば、 GDP に占める歳入の割

合は 2011 年に日本、 米国で 3 割程度であるが、 所得

水準の割にレジャー市場の規模が大きいフランスや北

欧諸国では、 5 割を超えている。 社会保障制度が充実

している国では、 国民の安心感が醸成され、 レジャー

に資金を費やすケースが増えるといった側面があると考

えられる。

また、 各国のレジャー市場のばらつきの要因としては

国外から、 あるいは国外への旅行者による消費の影響

も大きいものと考えられる。 特に域内の国境をまたいだ

移動が日常的な欧州で、 顕著に現れている。 所得水準

の割に人口 1 人当たりで見たレジャー市場が大きい国

には、 スペイン、 フランス、 チェコなどがあるが、 2011

年にスペインで外国からの旅行者が消費した額 （国際

観光収入） は、 675 億ドル 2 であったのに対し、 同国

民が自国外で消費した額 （国際観光支出） は 232 億

ドルと収支は 443 億ドルの黒字であった。 またフランス

では収入 652 億ドルに対し支出 553 億ドルと 99 億ドル

の黒字、 チェコも 38 億ドルの黒字であった。 逆に、 所

得水準に対しレジャー市場が小さいドイツと英国、 ノル

ウェーを見ると、 ドイツでは収入 534 億ドル、 支出 1,004

億ドルで 470 億ドルの赤字、 英国は 187 億ドルの、 ノ

ルウェーも 109 億ドルの赤字となっている。 国際観光収

入 ・ 支出には、 ホテルや外食代など、 本稿のレジャー

市場に含んでいない分野も含まれる。 仮に 3 割程度 3

をレジャー ・ 娯楽サービスに使用したとして収支の額を

人口 1 人当たりで算出し、 1 人当たりのレジャー市場規

模を、 各国民の国外での消費を勘案したものとして計算

し直してみると、 収支が黒字のフランスでは 1,336 ドル、

スペインでは 1,038 ドル、 チェコでは 953 ドルと値が小さ

くなる。 一方、 赤字のドイツでは 1,200 ドル、 英国では

1,282 ドル、 ノルウェーでは 1,483 ドルと大きくなり、 労

働時間や政府の財政規模といった条件が近い欧州諸国

でのレジャー市場の規模は、 おおむね所得水準の差で

説明できる形になる。

成長のカギとなる輸出入
世界のレジャー市場の大半を占める高所得国におい

ては、労働環境や政府の財政規模といった構造的なファ

クターに大きな変化が見込みにくいことから、 旅行者の

市場が今後の展開のカギとなるものと考えられる。

旅行者による消費は、 サービスの輸出入に相当する

が、 人の移動が伴うことから、 モノの輸出入以上に地理

的な条件に左右される。 例えば欧州諸国を見ると、 ス

ペインでは 2011 年の 5,670 万人の国際観光客のうち約

9 割 4 が、 フランスでは同年の 8,140 万人の国際観光

客のうち約 8 割 4 が、 欧州からの旅行者であり、 域内の
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図表1 . 主要国のレジャー市場（2011 年）

注：2011年の GDPが 5,000億ドル超、または人口 5,000万人以上の国を記載
出所：GDPと人口はIMFのデータ、レジャー市場総額はIHS Global Insightが国連、OECD等の国際機関および各国統計から収集、整理したデータを使用

  人口 1人当たり 総額  増加率

  （PPP ベース、ドル） （市場ベース、10 億ドル）  （2000 年比、％）
  レジャー市場 GDP レジャー市場（A） GDP（B）   レジャー市場 GDP
 世界（下記以外も含む75カ国計） 273  12,889  1,427  67,440  2.1  33.2  45.0 
 フランス 1,373  35,156  108  2,776  3.9  27.1  13.2 
 オランダ 1,332  42,183  27  840  3.2  22.7  16.3 
 スウェーデン 1,317  40,394  18  538  3.3  42.0  27.1 
 スペイン 1,310  30,626  64  1,494  4.3  33.0  22.9 
 英国 1,198  36,090  80  2,418  3.3  -0.8  19.0 
 米国 1,060  48,387  331  15,094  2.2  19.5  18.7 
 ドイツ 1,051  37,897  99  3,577  2.8  -2.4  13.1 
 日本 998  34,740  169  5,869  2.9  1.6  6.7 
 韓国 943  31,713  33  1,116  3.0  80.0  56.8 
 オーストラリア 882  40,234  33  1,488  2.2  81.7  36.3 
 ベルギー 868  37,736  12  513  2.3  17.6  16.3 
 スイス 852  43,370  13  636  2.0  20.0  19.0 
 イタリア 825  30,465  60  2,199  2.7  9.3  2.9 
 カナダ 721  40,542  31  1,737  1.8  14.4  23.0 
 ポーランド 390  20,334  10  514  1.9  24.2  52.3 
 ロシア 240  16,736  27  1,850  1.4  271.6  66.4 
 フィリピン 213  4,073  11  213  5.2  175.7  63.0 
 メキシコ 169  14,610  13  1,155  1.2  47.9  22.1 
 トルコ 150  14,517  8  778  1.0  79.6  63.8 
 中国 105  8,382  92  7,298  1.3  178.3  193.3 
 南アフリカ 75  10,973  3  408  0.7  69.1  46.9 
 ベトナム 71  3,359  3  123  2.1  90.3  112.4 
 タイ 70  9,396  3  346  0.7  -18.8  52.1 
 バングラデシュ 64  1,693  4  113  3.8  113.4  88.0 
 サウジアラビア 38  24,238  1  578  0.2  -21.2  51.2 
 イラン 38  13,053  1  482  0.3  137.2  77.0 
 インド 32  3,694  14  1,676  0.9  74.9  122.0 
 パキスタン 31  2,787  2  211  1.1  80.1  56.2 
 インドネシア 25  4,666  5  846  0.5  86.1  75.7 
 ブラジル 16  11,769  3  2,493  0.1  45.9  45.5 
 ナイジェリア 8  2,578  1  239  0.3  112.3  140.8
 エジプト 4  6,540  0.2  236  0.1  -21.2  64.0 
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